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●成人式でのスナップ写真を展示します。　●期　限　2月28日まで　●場　所　中央公民館ロビー



成
5
年
度
の
決
皆
昇
を

お
細
川
ら
せ
し
ま
す

平
成
5
年
度
の
町
の
決
算
が
、
1
2
月
議
会
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
町
が
行
っ
て
い
る
事
業
は
、
私

た
ち
が
納
め
た
大
切
な
税
金
や
国
や
県
が
ら
の
補

助
金
な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
決
算
は
こ

の
お
金
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
町
づ
く
り
の
中

で
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
「
町
の
家

計
簿
」
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

う
る
お
い
の
あ
る
、

住
み
よ
い
町
、

水
巻
を
β
超
し
て

平
成
五
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
額

は
、
収
入
が
八
十
二
億
七
千
三
百
三
十

万
円
、
支
出
は
八
十
一
億
三
千
八
百
六

十
三
万
円
で
し
た
。
前
年
度
と
比
較
す

る
と
収
入
が
七
億
二
千
九
百
二
十
九
万

円
、
支
出
は
七
億
一
千
三
百
九
十
七
万

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町

民
一
人
当
た
り
の
支
出
額
は
二
十
六
万

七
百
九
十
五
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比

較
し
て
二
万
八
百
九
十
五
円
（
八
・
七

㌫
）
　
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
は
、
町
税
や
使
用
料
・
手
数
料
、

財
産
収
入
な
ど
町
で
確
保
で
き
る
自
主

財
源
と
、
各
市
町
村
が
〓
疋
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
国
か
ら

国
税
の
一
部
を
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
、
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
や
補
助
金

な
ど
の
依
存
財
源
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
自
主
財
源
の
割
合
が
高

い
自
治
体
ほ
ど
自
主
性
と
安
定
性
の
あ

る
行
政
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
町
が

独
自
で
多
く
の
収
入
を
得
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
多
く
の
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

わ
け
で
す
。

収
入
の
内
訳
を
財
源
別
に
見
る
と
、

自
主
財
源
の
総
額
は
一
二
十
四
億
千
五
百

五
十
九
万
円
で
、
収
入
の
四
一
二
二
㌫

を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
最
も
多

い
の
が
町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の

町
税
で
、
二
十
三
億
七
千
一
万
円
。
収

入
の
一
一
八
・
六
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
町
民
一
人
当
た
り
七
万
五
千
九

百
四
十
五
円
の
税
金
を
納
め
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
町
税
に
次
い
で
多
い
の
が

使
用
料
及
び
手
数
料
の
四
億
七
千
九
十

一
二
万
円
で
す
。
こ
の
う
ち
約
八
割
は
、

町
営
住
宅
の
使
用
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
前
年
度
に
比
べ
四
〇
三
・

五
㌫
　
（
二
億
三
千
八
百
四
十
三
万
円
）

と
、
大
き
な
伸
び
を
示
し
た
分
担
金
及

び
負
担
金
は
、
収
入
の
三
・
六
㌫
を
占

め
ま
し
た
。
そ
の
最
も
大
き
な
理
由
の

ひ
と
つ
に
平
成
五
年
度
か
ら
老
人
や
身

体
障
害
者
の
施
設
入
所
な
ど
の
事
務
が

県
か
ら
町
に
移
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
の
入
所
措
置
負
担
金
が
町
の
収
入
と

し
て
計
上
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

一
方
、
依
存
財
源
の
総
額
は
四
十
八

億
五
千
七
百
七
十
一
万
円
で
、
収
入
の

五
八
・
七
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
最
も
多
い
地
方
交
付
税
は
、
前
年

度
と
比
べ
三
千
七
百
四
十
九
万
円
増
加

し
、
二
十
六
億
千
百
十
五
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
収
入
全
体
の
九
・

九
㌫
を
占
め
る
国
庫
支
出
金
は
、
前
年

度
と
比
べ
二
六
㌫
（
一
億
六
千
九
百
六

十
五
万
円
）
　
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
借
金
で
あ
る
町
債
は
、

保
健
福
祉
会
館
建
設
事
業
な
ど
の
た

め
、
前
年
度
に
比
べ
五
二
・
七
㌫
（
二

億
六
千
百
五
十
万
円
）
　
の
伸
び
と
な
っ

て
い
ま
す
。

支
出
の
状
況

そ
れ
で
は
次
に
何
に
お
金
を
使
っ
た

の
か
、
目
的
別
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
最
も
支
出
が
多
い
民
生
費
は
、

十
七
億
七
千
七
百
五
十
四
万
円
で
前
年

度
に
比
べ
四
八
㌫
（
五
億
七
千
六
百
一
一

十
三
万
円
）
　
と
大
幅
な
伸
び
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に

2



ｍ総　務　堀川周辺修景整備4，807万

円・電算システム開発2，264万円・住

居表示整備932万円。

雷児童福祉　呵立保育所2億3，935万

円・私立保育所委託1億8，072万円・

児童手当5，828万円・母子寮3，225万

円・乳幼児医療2，727万円・母子家庭

医療2，141万円・放課後児重対策894

万円。

■老人・障害者福祉など　老人ホーム

入所措置2億6，746万円・保健福祉会

館建設1億910万円・ホームヘルプサ

ービス・デイサービス事業委託料など

7，903万円・障害者福祉8，213万円・

重度心身障害者医療4，525万円・えぶ

り山荘の維持管理など4，021万円・生

活困窮者扶助2∴＝0万円。

■保健・衛生　各種検診や健康相談な

ど3，989万円・ゴミ有料指定袋制推進

など1，575万円・予防接種1，127万円。

意学校教育　小学棟の整備1億9，021

万円・中学棟の整備1億3，430万円・

私立幼稚園の就園補助2，845万円・就

学の奨励援助1，69ワ万円。

車社会教育　猪熊公民館の建設1億

6，685万円・公民館の維持管理、各種

講座1億1，730万円・テニスコート、

多目的グランド、プールなどの維持管

理3，266万円。

細労　働　特定地域開発就労1億9，481

万円・失業対策3，341万円。

■住　宅　高松団地・吉田団地の景観

改善事業2億8，378万円・町営住宅の

維持管理1億7，416万円。

■農林商工　農業排水路整備など1，430

万円、町内案内標識整備440万円。

車土　木　明神ケ辻山自然公園、ふれ

あい広場などの公園整備3億9，459万

円・道路新設改良3億8，012万円・道

路維持管理4，846万円。

℡広域行政事務組合負担金　ゴミ処理
′

2億6，460万円・消防2億5，360万

円・し尿処理2億989万円・老人福祉

施設負担金1，709万円・火葬813万円。

車積立金及び繰出金　老人保健1億

3，574万円・保健福祉行政基金1億2，

618万円・国民健康保険1億1，601万円。

？

老
人
福
祉
施
設
入
所
措
置
な
ど
の
事
務

が
、
県
か
ら
町
に
移
さ
れ
た
こ
と
と
保

健
福
祉
会
館
建
設
事
業
や
障
害
者
へ
の

援
助
を
行
う
た
め
の
扶
助
費
の
充
実
な

ど
を
図
っ
た
た
め
で
す
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
平
成
五
年
度
は
、
福
祉
向
上

の
た
め
の
支
出
が
増
え
ま
し
た
。

土
木
費
は
、
十
五
億
二
千
三
百
九
十

九
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
一
八
二
一

㌫
（
二
億
三
千
五
百
六
万
円
）
　
の
伸
び

と
な
っ
て
い
ま
す
。
う
る
お
い
の
あ
る

町
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
町
民
の
憩
い

の
場
と
な
る
明
神
ケ
辻
山
自
然
公
園
、

ふ
れ
あ
い
広
場
、
吉
田
公
園
な
ど
の
公

園
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
尾

線
道
路
改
良
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
町

道
の
整
備
を
進
め
た
ほ
か
、
改
良
住
宅

改
善
事
業
と
し
て
吉
田
団
地
、
高
松
団

地
の
景
観
改
善
事
業
な
ど
を
実
施
し
、

生
活
空
間
の
充
実
を
目
指
し
た
住
環
境

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

借
入
金
の
返
済
に
充
て
る
公
債
費
は

十
一
億
九
千
七
百
五
十
五
万
円
で
、
四

年
度
と
比
較
し
て
四
・
五
㌫
（
五
千
六

百
六
十
一
二
万
円
）
　
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
費
は
、
十
一
億
八
千
百
三
十
八

万
円
で
、
支
出
の
十
四
∵
五
㌫
を
占
め

て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
事
業
を
見
て
み

る
と
学
校
教
育
面
で
は
、
伊
左
座
・
吉

田
小
学
校
、
水
巻
南
中
学
校
の
校
舎
の

大
規
模
改
造
や
頃
末
小
学
校
講
堂
の
大

規
模
改
造
な
ど
の
ほ
か
、
中
学
校
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
を
設
け
ま
し
た
。
ま

た
、
社
会
教
育
面
で
は
、
平
成
六
年
一

月
に
完
成
し
た
猪
熊
公
民
館
建
設
事
業

や
体
育
設
備
の
充
実
、
各
種
講
座
・
講

演
会
の
実
施
な
ど
文
化
・
教
育
の
向
上

に
使
わ
れ
ま
し
た
。

清
潔
な
生
活
環
境
の
整
備
と
町
民
の

健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
事
業
に

使
わ
れ
る
衛
生
費
は
、
六
億
八
千
四
十

三
万
円
で
し
た
。
こ
れ
は
、
し
尿
処
理

場
施
設
負
担
金
の
増
加
な
ど
の
た
め
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
一
二
四
㌫
（
一
億

七
千
二
百
七
十
六
万
円
）
　
の
伸
び
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
主
な
事
業
は
、
左
の
表

の
と
お
り
で
す
。

3
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国民健康保険会計は、自営業の

人や退職者の医療費をまかなう

会計です。主な収入は加入者の

皆さんが納めた保険税と国庫支

出金です。支出は保険給付費と

老人保健への搬出金で、全体の

95．8㌫を占めています。

収
入
　
柑
億
2
6
9
3
万
円

●対　象　4，303世帯

9，012人

●一人当りの医療費

343，604万円

老人保健事業は、70歳以上のお

年寄りを対象に医療費給付などを

行う事業です。主な収入は、支払

基金交付金と国庫支出金です。支

出の99．9㌫は医療費が占めてお

り、前年度に比べ約1億2，130万

円の増額となりました。

収

入

　

2

2

億

4

2

2

9

万

円

●対　象　2，568人

●一人当りの医療費

848，122円

下水道事業は、住宅都市整備公

団や公営の住宅団地を対象に家

庭から出る汚水を処理していま

す。収入は使用料と財産収入

（基金利子）が主なものです。主

な支出は下水道処理場の管理委

託料や施設修理費です。

収

入

　

1

億

2

9

3

2

万

円

●処理戸数　2，994戸

・・‥＿Ｉ
4



2月16日（木）

2月20日（月）

2月21日（火）

2月22日（水）

2月23日（木）

2月24日（金）

2月27日（月）

2月28日（火）

3月2日（木）

3月6日（月）

3月7日（火）

3月8日（水）

3月10日（金）

3月13日（月）

3月14日（火）

吉田団地

高松団地1～12棟

高松拭地13～24棟

二・サニーニュータウン

野間団地・二団地

下二・人江興産・林住宅

立屋敷・伊左座・みずほ
団地

頃末南・水巻苑・枚栄荘

頃末北・高尾団地・中央区

猪熊

机・古賀＋新生街・樋口
緑ヶ丘

おかの台・猪熊町住

梅ノ木団地・古賀団地

普田一・吉田二・イワ
ゼ町住・宮尾台

吉田三・垣湊町住・緑
風園団地

鯉口団地・鯉口分譲・
美書野団地

3月3日（金）
立屋敷・伊左座・二・下二・

吉田一・吉田二・吉田三

3月9日（木）器霊．机．古賀’樋口．

〃譲渡所得のある人

土地や建物を売った人は、3月3日

または3月9日においでください。

5

まもなく住民税（町県民税）の申告と確定申告が始ま
ります。申告期限は「住民税」「所得税」いずれも3月
15日です。住民税の申告書は、原則として1月1日現
在で住所がある市町村に提出してください。

申告をしなければならない人

住民税・国民健康保険税の申告をしな

ければならない人は次のとおりです。

（所得税の確定申告をした人は、住民税

の申告は必要ありません）

①自営業の人（か農業の人

③外交員や集金人などの自由業の人

④家賃などの不動産収入のある人

⑤大工や左官業の人

⑥日雇など、日給で働いている人

⑦年金や恩給を受けている人

⑧給与所得者で住民税を天引きされてい

ない人や、給与以外の所得があった人

⑨国民健康保険加入者で、遺族年金や障

害年金・雇用保険・その他扶助料の収

入のある人

申告に必要な書類

（Ｄ平成6年中の収入・所得のわかる書類

ィ．年金・恩給の支払通知書

ロ．源泉徴収票　八．給与支払明細書

二．収入状況のわかる帳簿

②国民健康保険税の納税証明書

役場納税係2番窓口で交付します。

③国民年金支払証明書

役場国民年金係7番窓口で交付します

④生命保険支払証明書

（訪損害保険支払証明書

⑥印鑑

⑦銀行または農協の通帳口座番号

所得税の還付や支払用です。

田園四四　期間中は納税相談も行
いますので、お気軽に相談ください。詳

しくは役場課税係まで。

商売を営んでいる人、給与以外に

収入のあるサラリーマンの人、地代

や家賃収入のある人など確定申告の

時期がやってきました。

所得税の確定申告は2月16日がら

始まり、3月15日までです。例年、

期限間近になりますと、窓口は大変

混雑しますので、申告はできるだけ

早めに済ませてください。

還付申告は

集中還付申告センターで
相談は無料

ベテラン税理士と画ご・県などの職

員が対応

●期間　2月1日～3月15日

（土、日雇・祭日は除く）

●会場　北九州市立商工貧易会館

1階（小倉北区モノレー　こ

ル旦週駅前）

●受付　午前9時～午後4時

●問い合わせ　若松税跨竃まで

℡761局2536番

′■ヽ



新たな決意を胸に
285人を祝った成人式

1月15日、中央公民館で成人式が行われました。こ

の日は、華やかな振りそでや真新しいスーツの新成人、

285人が式典に参加しました。

式典では、町長や来賓のお祝いのあいさつに続いて、

町内の490人の新成人を代表し、櫻井康雄さん（二）が

「自分なりの意見や考えを持ち、正しい判断がくだせる

ときまで頑張っていこうと思います」と20歳の誓いの
言葉を述べました。

アトラクションの「砧ばやし」の演奏のあと、自由
交歓会が設けられ、新成人たちは久しぶりに会う中学

時代の恩師や友人たちと和やかな時間を過ごしました。

鍛え抜かれた技、その心意気
遠賀郡四か町消防出初式

′ｌｔ＼

新春を飾る遠賀郡四か町消防出初式が1月8日、芦屋町
総合体育館中央グラウンドで行われました。今年の式典で
は、分列行進やポンプ車操法などに加え、昨年導入した新
型の救助工作車を使った交通救助活動訓練が披露されまし
た。車が壁に激突した場合を想定した本番さながらの訓練
に、詰めかけた観客は息をのんで見守っていました。また、
このあと行われた表彰式では、功績のあった消防団月に表
彰状が送られました。
▽水巻町の受賞者は次のとおりです。（敬称略）
●日本消防協会長表彰　（功績章）＝松本大次郎・（精清
華・勤続章）＝岡部嘉紀　●県知事表彰＝宮崎開造・清水寛
●県消防協会長表彰　永年勤続（30年）＝岡部嘉紀・入江雅
人　（25年）＝松本大次郎・坂口健治　（20年）＝清水寛
（15年）＝井出口政行　（10年）＝岡田専一・神田保彦・町
田信彦・宮崎雄介　（優良団員）＝小田博吉・黒瀬真義・佐
藤孝・岡部実　（親子団員）＝藤本安男・隆廣／経塚慶次・
忠志　●県民火災共済組合理事長表彰　（分団）＝第2分団
（個人）＝徳永弥太郎　●消防協会遠賀支部長表彰＝永嶋順
一・大坪直二　●消防団長表彰＝出利菓義孝・中田進・黒瀬
義明・武田竜治・富田憲二・林田健太郎

「本というのはとっても楽しい世界です。子供たち

に本への信頼感を持ってもらうことが大切ですね」と、

日本子供の本研究会会員の渡辺栄子さん。

1月23日、南部公民館で趣味講座のひとつとして

「子育ての中に絵本を」と題した講演が開かれました。

この日は、子供連れのお母さんなどを中心に18人が集

まりました。絵本が子供たちの成長に与える影響や読

み聞かせなどの実演に、参加者たちは興味深く聞き入

っていました。

「これからは、子供にきちんと絵本を読んで開かせ

たいですね」と話してくれたのは、村田起代子さん

（頃末）。

講演のあとの質問コーナーでは、絵本の具体的な選

び方や読み方などの質問が飛んでいました。

絵本の世界で遊んで易ませんか

南部公民館趣味講座「子育ての中に絵本を」



奉仕の心に感謝を遇あて
水巻中学校生徒会と応援団が
善行少年表彰を受賞

1月19日」折尾警察署で折尾署と警
察補導連絡協議会から水巻中学校生徒
会と応援団に奉仕活動をたたえる表彰
状が贈られました。

同中学校生徒会と応援団では、福祉
教育の一環として、様々なボランティ
ア活動を行いました。中でも、昨年8
月に行われた特別養護老人ホーム「松
快苑」の運動会では、応援合戦や競技
の運営など、様々な場面で活躍。お年
寄りたちの手助けをしたことが高く評
価されたものです。

【入選作品】

舞涼し仕種のどこか左効き（見玉南車選）
田中　博幸さん

水更へて金魚は水の精となる　億渡春雨選）

金印の謎の深まる島の秋　（原三養子選）

近藤　峻雪さん

7

「今、求められる畠の」をテーマに
町商工会主催の生涯学習フェアｉ ｎ水巻

平月魁、丁やふＪ
1月28日、29日の2日間にわたって、水巻町商工会が主催した「生涯学習フ

ェア・イン・水巻」が行われました。趣向を凝らしたイベントや各種の催しに、

参加した住民の皆さんも満足な様子でした。
1月28日、中央公民館大ホールで、俳優の東野英心さんの「今、子どもたち

は」と題した記念講演で生涯学習フェアの幕が開きました。引き続き行われた
のは九州交響楽団アンサンブルによるコンサート。4人で奏でる素晴らしい音

色に、会場に集まった観客たちは時間を忘れて聞き入っていました。

「これからもこの様な催しを増やして欲しいですね」と、話してくれた藤野

敏明さん（高尾団地）。

2日目の29日は、中央公民館ではお父さんたちのエプロン姿が微笑ましい

『男性のための料理教室』と『初心者向けワープロ教室』が、また総合運動公園

では小雪の舞う中『グラウンドゴルフ教室』が行われていました。

「今、求められているもの」をテーマにしたこの催しは、どの会場も参加者

たちの熱気や笑い声に包まれて、生涯学習の楽しさが伝わってくるようでした。



健康づくリシリーズｅ

弔
事
防
接
種
の

受
け
方
が
変
わ
り
ま
し
た

～
新
し
い
予
防
接
種
制
度
と
は
～
ｎ
ｕ

予
防
接
種
は
、
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
安
全
に
受

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
病
原
体
か
ら
身
を
守

る
有
効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
2
回
目
の
今
回
は
、
新
し
い
予
防
接
種

制
度
か
ら
、
予
防
接
種
の
対
象
年
齢
と
接
種
の
受
け

方
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

β

受
け
ら
れ
る
年
齢
が
ひ
ろ
が
Ｄ
、

受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

定
期
に
行
わ
れ
て
い
る
予
防
接
種

の
乳
幼
児
の
対
象
年
齢
は
、
こ
れ
ま

で
生
後
4
8
か
月
ま
で
で
し
た
が
、
予

防
接
種
法
の
改
正
に
よ
っ
て
平
成
7

年
4
月
か
ら
生
後
9
0
か
月
ま
で
と
な

り
、
接
種
で
き
る
年
齢
が
ひ
ろ
が
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
定
期
の
予
防

接
種
を
受
け
て
い
な
い
生
後
9
0
か
月
ま

で
の
お
子
さ
ん
は
、
新
た
に
接
種
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
定
期

の
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

集
団
接
種
か
ら
個
別
接
種
へ

予
防
接
種
法
の
改
正
に
と
も
な
い
、

こ
れ
ま
で
各
学
校
な
ど
で
集
団
で
実
施

さ
れ
て
い
た
二
種
混
合
　
（
百
日
咳
・
破

傷
風
）
、
風
し
ん
、
日
本
脳
炎
の
三
つ

種　 類 ｌ 対 象 年 齢 ｌ巨】駁

ジフ要り．′努妄、．′ 1期（初回）生後3～90が月 3　回
有田臥 、破線鹿 1期（追加）生後3～90が月 1 回

（三種串睾仁 2　期 11歳～ 12歳 1回二種で接種

ポ　 ー離 す 、 生後3 か月～9 0 か月 2　回

麻 、－し　 産 生後 12 か月～ 9 0 か月 1　回

隼 や ■ 「
生後 12 か月～ 9 0 が月 1　回

12 歳～ 15 歳 1　回

1期（初回）生後6～90が月 2　回

Ｉ′　　ｈｔ′
1期（追加）生後6～90が月 1　回

、日＿奉 脳 炎 2　期 9歳～12歳 1 回

3　期 14歳～ 15歳 1　回

の
予
防
接
種
は
、
個
別
接
種
へ

と
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ポ
リ
オ
と
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
除
く
、
す
べ

て
の
予
防
接
種
が
個
別
接
種
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
集
団
接
種

か
ら
個
別
接
種
に
変
わ
る
こ
と

に
よ
り
、
平
成
7
年
4
月
か
ら

町
内
で
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ

る
の
は
次
の
8
つ
の
医
療
機
関

と
な
り
ま
す
。

●
予
防
接
種
が
で
き
る
医
療
機
関

▽
水
巻
共
立
病
院
／
猪
熊
ク
リ

ニ
ッ
ク
／
菊
地
ク
リ
ニ
ッ
ク
／

楠
本
内
科
医
院
／
楠
本
内
科
小

児
科
医
院
／
森
田
医
院
／
渡
辺

外
科
医
院
／
つ
だ
小
児
科
医
院

（
、

※
医
院
に
よ
っ
て
接
種
で
き
る
種
類
が

違
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
役
場
ま
た

は
病
院
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
を
受
け
る
前
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
大
切
で
す

予
防
接
種
は
、
そ
の
病
原
体
の
感
染

を
予
防
す
る
た
め
の
も
の
で
す
か
ら
、

健
康
な
人
が
元
気
な
と
き
に
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら

保
護
者
の
皆
さ
ん
は
お
子
さ
ん
の
健
康

状
態
に
よ
く
気
を
配
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
何
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
あ
ら
か
じ
め
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

次
に
あ
げ
る
注
意
事
項
を
守
っ
て
、
安

全
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、
お
子

さ
ん
の
健
康
状
態
の
わ
か
る
保
護
者

が
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い

▼
予
診
票
を
記
入
し
て
、
医
師
の
診
察

を
受
け
て
く
だ
さ
い

▼
診
察
の
結
果
に
よ
っ
て
、
予
防
接
種

を
受
け
る
か
ど
う
か
よ
く
考
え
て
く

だ
さ
い

※
予
診
票
は
、
予
防
接
種
を
実
施
す
る

医
療
機
関
の
窓
口
に
置
い
て
い
ま
す
。
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1月17日、兵庫県南部で発生した地震は、神戸市を中

心に兵庫県各市、淡路島、大阪市などに大きな被害をも

たらしました。現在、水巻可でも地震の被災者救済のた

めの義援金の受付を行っています。住民の皆さんからの
温かいご支援、ご協力をお願いいたします。

▽なお義援金として受け付けるのは現金のみとしますの

で、物品はご遠慮ください。

こ協力
お原レ〕
Ｌます。

●受付窓口　水巻町役場℡201－4321

住民課住民係（1階）

社会課民生係（1階）

水巻呵中央公民館℡201－0401

水巻呵南部公民館℡202－2472

総合運動公園中央管理棟内

体育係曾201－4000

●受付期限　平成7年2月17日（金）

●問い合わせ　役場社会課



亨問い合わせは

水巻町役場＝‥‥201－4321

中央公民館……201－0401

南部公民館……202－2472

総合運動公園内

（体　育　係）……20ト4000

（テニスコート）……201－5757

町民体育館…・＝20ト3936

えぶり　山荘……202－6230

福祉センター……201－0794

社会福祉協議会……202－3700

末
小
学
校
敷
地
内
）
　
℡
2
0
2
局
1

5
7
1
番
／
定
員
3
0
人

▽
水
巻
南
児
童
ク
ラ
ブ
　
（
下
二
、
水
巻

南
中
学
校
敷
地
内
）
　
℡
2
0
1
局
4

1
6
7
番
／
定
員
3
0
人

●
受
付
期
間
　
2
月
1
0
日
～
2
8
日

●
申
し
込
み
　
役
場
老
人
児
童
係
ま
た

は
直
接
各
児
童
ク
ラ
ブ
　
（
午
後
1
時

～
6
時
受
付
）
　
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
老
人
児
童
係

町
で
は
、
留
守
家
庭
児
童
育
成
事
業

と
し
て
、
両
親
が
働
い
て
い
る
な
ど
、

下
校
後
だ
れ
も
見
て
く
れ
る
人
が
い
な

い
小
学
校
1
年
生
か
ら
3
年
生
ま
で
の

児
童
を
対
象
に
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
平
成

7
年
度
の
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
ク
ラ
ブ
の
名
称
と
定
員

▽
水
巻
北
児
童
ク
ラ
ブ
　
（
梅
ノ
木
団
地
、

第
3
保
育
所
の
2
階
）
　
で
2
0
2
局

5
1
4
0
番
／
定
員
4
0
人

▽
水
巻
中
央
児
童
ク
ラ
ブ
　
（
頃
末
、
頃

筑
豊
地
区
社
会
同
和
教
育
部
会
で

は
、
「
差
別
意
識
の
克
服
を
め
ざ
し
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
研
修
会
を
開
き
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
人
権
問
題
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
　
き
　
2
月
1
7
日
　
（
金
）
　
午
前
9

時
3
0
分
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
内
　
容

①
講
演
　
「
人
権
を
確
立
す
る
た
め
に
」

（
、

富者を避じて
産康をお届けします。

励醇
テレホンサービス

ハイハイ

31－8181
・2月のテーマ

月 首の痛みと肩こり

火 デンタルフロスとは

水 ピアス型イアリング

木 中年管理職の危機（うつ病）

金 エイズ予防

土
眉

薬の正しい使い方Ⅱ

講
師
　
宮
崎
晶
之
さ
ん
　
（
二
丈
町
同

和
教
育
研
究
会
）
　
／
　
「
在
日
朝
鮮

人
・
韓
国
人
子
弟
の
現
状
と
こ
れ
か

ら
の
課
題
」
　
講
師
　
金
乗
徹
さ
ん

（
福
岡
朝
鮮
学
園
九
州
朝
鮮
高
級
学

校
校
長
）

②
文
化
活
動
　
「
民
族
舞
踊
」

●
定
　
員
　
2
0
人
　
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

●
参
加
費
　
無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
2
月
1
4

日
ま
で
に
役
場
同
和
教
育
係
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
※
電
話
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す

●
料
　
金
　
無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
2
月
1
5

日
ま
で
に
役
場
健
康
対
策
係
へ
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
訪
問
診
査
の
日
程
は
、
後
日
健
康
対

策
係
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

車　■　表

3月の水道メーターの検針

日は、通常の検針日より2
日ほど遅くなります。ご迷

惑おかけしますが、ご協力
をお願いします。－水道謀

ほ

）

　

曾

5

6

1

局

0

0

3

0

番

●
受
診
料
　
無
料

※
申
し
込
み
は
、
事
前
に
電
話
で
お
願

い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
県
保
健
環
境
部
健
康

増
進
課
老
人
保
健
係
℡
　
（
0
9
2
）

6

2

2

局

0

7

1

6

番

へ

県
立
鞍
手
高
等
学
校
定
時
制
の

生
徒
を
募
集
し
ま
す

県
立
鞍
手
高
等
学
校

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
の

健
康
診
断
を
行
い
ま
す

厚
　
生
　
省

寝
た
き
り
や
そ
の
介
護
を
し
て
い
る

な
ど
の
理
由
で
病
院
に
行
く
こ
と
の
で

き
な
い
人
は
、
訪
問
診
査
で
健
康
チ
ェ

ッ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
2
月
中
旬

に
訪
問
診
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
内
　
容
　
医
師
診
察
、
血
液
検
査
、

心
電
図
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
な
ど

厚
生
省
で
は
、
㈲
日
本
公
衆
衛
生
協

会
に
委
託
し
て
、
原
爆
被
爆
者
二
世
に

対
す
る
無
料
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
実
施
機

関
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日
と
機
関
　
2
月
2
0
日
ま
で
／

西
日
本
産
業
衛
生
会
北
九
州
健
診
診

療
所
　
（
小
倉
北
区
大
門
1
－
6
－

（
一

働
き
な
が
ら
高
校
教
育
を
受
け
た
い

人
の
た
め
に
県
立
鞍
手
高
等
学
校
定
時

制
で
は
、
平
成
7
年
度
の
入
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

●
定
　
員
　
4
0
人

●
願
書
受
付
　
2
月
1
4
日
～
2
1
日
※
提

出
書
類
に
つ
い
て
は
、
出
身
中
学
校

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

●
学
力
検
査
　
3
月
8
日
　
（
水
）
　
▽
満

2
0
歳
以
上
の
人
は
作
文
だ
け
で
受
験

で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
県
立
鞍
手
高
等
学
校

定
時
制
　
（
直
方
市
大
字
山
部
8
1
0

－

7

）

　

℡

（

0

9

4

9

2

）

2

局

0

3

6

9

番

へ

10



県
立
北
九
州
盲
学
校
の

平
成
7
年
度
の
入
学
生
を
募
集

県
立
北
九
州
盲
学
校

へ
、

●
入
学
選
考
日
　
3
月
9
日
、
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
　
県
立
北
九
州
盲
学
校

（
八
幡
東
区
高
見
5
－
1
－
1
2
）
　
℡

6

5

1

局

5

4

1

9

番

へ

け
ん
銃
と
不
正
薬
物
の
撲
滅
に

ご
協
力
を
お
廟
い
し
ま
す

戸
畑
税
関
支
署
若
松
出
張
所

県
立
北
九
州
盲
学
校
で
は
、
平
成
7

年
度
の
幼
稚
部
エ
ロ
同
等
部
入
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

【
幼
稚
部
】

▽
対
　
象
　
視
覚
に
障
害
を
持
つ
盲
学

校
教
育
対
象
児
で
、
平
成
3
年
4
月

2
日
か
ら
平
成
4
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
幼
児
（
平
成
元
年
4
月

2
日
か
ら
平
成
3
年
4
月
1
日
ま
で

の
出
生
者
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

▽
募
集
人
員
　
若
干
名

【
高
等
部
】

▽
対
　
象
　
視
覚
に
障
害
を
持
ち
、
特

殊
教
育
諸
学
校
中
学
部
も
し
く
は
中

学
校
を
卒
業
し
た
人
　
（
平
成
7
年
3

月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
、
ま
た
は

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
人

▽
募
集
人
員
　
普
通
科
1
0
人
・
保
健
埋

療
科
1
0
人

●
募
集
期
限
　
2
月
1
5
日
　
（
水
）

通
信
教
育
で
学
び
ま
せ
ん
か

大
学
通
信
教
育
合
同
説
明
会

㈲
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

㈲
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
で
は
、

大
学
通
信
教
育
の
受
講
を
希
望
し
て
い

る
人
を
対
象
に
、
講
義
内
容
や
学
習
方

法
、
受
講
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、
大

学
・
短
大
の
教
職
員
が
直
接
相
談
を
受

け
る
　
「
合
同
入
学
説
明
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

●
と
　
き
　
2
月
1
8
日
　
（
土
）
　
正
午
～

午
後
5
時

●
と
こ
ろ
　
福
岡
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
　
（
福

岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
2
－
2
－

1

）

　

℡

（

0

9

2

）

　

4

4

1

局

3

7

6

7

番

●
参
加
料
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
㈲
私
立
大
学
通
信
教

育

協

会

曾

　

（

0

3

）

　

3

3

2

0

局

2

6

2

7

番

へ

「

、

ノ

′

ん

1

「
港
や
空
港
で
怪
し
い
人
物
・
不
審

な
船
舶
・
車
な
ど
」
を
見
た
り
聞
い
た

り
し
た
と
き
は
税
関
へ
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
連
絡
先
　
門
司
税
関
密
輸
一
一
〇

番

℡

0

1

2

0

局

0

4

6

1

5

7

番
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
ま
た
は
最

寄
り
の
税
関
へ

特
設
人
権
相
談
所
の

会
場
の
変
更
の
お
知
ら
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会

最
近
、
け
ん
銃
を
使
用
し
た
凶
悪
犯

罪
が
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
続
発

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
麻
薬
や
覚
せ
い

剤
な
ど
の
不
正
薬
物
も
海
外
旅
行
を
す

る
若
者
や
一
般
市
民
の
間
に
広
が
り
始

め
て
い
ま
す
。

凶
悪
犯
罪
を
引
き
起
こ
し
、
平
和
な

生
活
を
破
壊
す
る
け
ん
銃
や
不
正
薬
物

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
か
ら
輸
入

さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
税
関

で
は
密
輸
一
一
〇
番
を
設
け
て
、
皆
さ

ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

2
月
1
7
日
　
（
金
）
　
に
開
催
予
定
の
特

設
人
権
相
談
所
の
会
場
が
中
央
公
民
館

か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
に
変

更
に
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

愛
の
お
く
り
も
の

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町
社
会
福
祉
協
議
会

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
遠
賀
郡
農
業
振
興
連
絡
協
議
会

香
典
返
し
と
し
て

●
猪
熊
　
　
　
故
・
母
里
　
貞
彦
様

母
里
ツ
キ
子
株

●
頃
末
　
　
　
故
・
中
藤
　
繁
隆
様

中
藤
　
玉
枝
様

●
高
松
団
地
　
故
・
石
田
捨
次
郎
様

石
田
コ
チ
エ
様

●
美
吉
野
　
　
故
・
山
崎
　
キ
ミ
様

山
崎
　
保
夫
様

●
吉
田
三
　
　
故
・
小
田
　
弘
子
様

小
田
　
元
徳
様

●
伊
左
座
　
　
故
・
坂
本
　
常
長
様

坂
本
キ
ミ
エ
様

●
高
松
団
地
　
故
・
半
田
ト
シ
エ
様

半
田
ヱ
ミ
子
様

●
頃
末
　
　
　
故
・
大
津
サ
カ
オ
様

大
津
　
盛
義
様

●
二
　
　
　
　
枚
・
行
正
　
政
賓
様

行
正
リ
エ
子
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
梶
原
シ
メ
子
株

梶
原
テ
ル
子
様

●
吉
田
三
　
　
故
・
西
田
　
房
吉
様

西
田
　
京
子
様

●
新
生
街
　
　
故
・
永
沼
ユ
キ
ヱ
様

永
沼
　
秀
子
様

Ｊｌ

●と　き　2月25日（土）午後1

時30分～4時

●ところ　健和総合病院（戸畑区
中原東3－10－17）

●内　容　問診、胸部写真、診察
など

●持ってくるもの　健康保険証、

これまでの職業歴と事業所名を

記入したもの

●検診料　2000円

●申し込み・問い合わせ　北九州

労連者の健康問題連絡会議

℡871－0449

福岡県中央児児童相談所では、

家庭支援相談事業の一環として

「子ども・電話110番」を開設

しました。

子どもたち自身の悩みから、家

庭や子育ての問題まで子どもにか

かわることなら何でもご梱言斜こ応

じます。どうぞお気軽にご相談く

ださい。

●相談時間　午前9時～午後7時

※土曜・日曜・祝日は午前9時
から午後5時まで

【展覧会】

●と　き　2月16日～22日

●ところ　中央公民館
●展示物　ＬＬゅう、写真、パッ

チワーク、手作り洋服など

【ふれあいコンサート】

●と　き　2月18日（土）14時

～16時

●ところ　中央公民館
●入場料　無料

●問い合わせ　みずき会℡20

1－0435番

※後援　町社会福祉協議会ほか



戦
争
中
の
国
家
主
義
や
軍
国
主
義
は

姿
を
消
し
て
、
連
合
国
の
監
視

民
主
主
義
に
基
づ
く
活
動
が
行
わ

し
た
。
教
育
も
昭
和
二
十
一
年
　
（
一
九

四
六
）
　
米
国
教
育
使
節
団
の
勧
告
で
教

育
審
議
会
が
設
け
ら
れ
、
昭
和
二
十
二

年
三
月
教
育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
の

二
法
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
六
二
二
制
に
よ
る
九
か
年
の
国
民

義
務
教
育
制
の
ほ
か
、
盲
聾
教
育
の
義

務
制
や
男
女
共
学
、
通
信
教
育
、
幼
児

教
育
、
社
会
教
育
な
ど
教
育
の
基
本
的

な
部
分
が
定
ま
り
ま
し
た
。

戦
後
、
日
本
炭
砿
㈱
の
事
業
場
が
発

展
、
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
人
口
が
増
加

新
し
く
猪
熊
に
分
教
場
を
設
け
、
梅
ノ

木
、
高
松
、
五
磯
区
、
樋
口
町
、
猪
熊

の
児
童
を
収
容
し
ま
す
。
そ
し
て
、
昭

和
三
十
二
年
に
は
猪
熊
小
学
校
と
し
て

独
立
し
、
北
部
の
通
学
は
こ
れ
で
緩
和

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

六
二
二
制
基
本
法
に
基
づ
き
、
義
務

教
育
の
後
期
三
年
を
担
当
す
る
新
制
中

学
校
も
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
一
日
、

「
水
巻
中
学
校
」
と
し
て
発
足
し
、
昭

和
二
十
七
年
に
校
舎
が
完
成
し
ま
す
。

そ
の
後
、
ま
す
ま
す
増
加
す
る
生
徒
の

収
容
に
た
え
ず
、
南
部
鯉
口
付
近
に
分

校
が
設
け
ら
れ
、
こ
の
分
校
が
昭
和
三

十
二
年
「
水
巻
南
中
学
校
」
と
し
て
独

立
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
二
年
に
は
、
中
堅
の
社
員

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
創
立
し
た

私
立
高
松
破
業
学
校
が
、
戦
後
の
学
制

の
改
革
で
日
本
炭
砿
㈱
の
手
か
ら
町
に

移
管
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
昭
和
二
十

七
年
四
月
に
、
町
立
水
巻
高
等
学
校
と

し
て
、
吉
田
に
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の

高
校
は
、
福
岡
県
下
に
唯
一
の
町
立
高

等
学
校
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
た
よ

兄
か
ら
企
業
化
ま
で

石
炭
が
企
業
と
じ

れ
だ
し
た
の
は
、
塩

か
が
り
ぴ

い
た
水
巻
の
人
に
と
っ
て

風景（町勢要覧より

が
産
ま
れ
た
こ
と
は
、

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
炭
坑
Ｉ
◆

振
れ
リ
、
採
炭
す
る

ま
で
の
農
村
で
は

睾
火
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
由

国
を
中
心
と
す
る
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
販

路
が
広
が
り
は
じ
め
て
か
ら
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
亨
保
五
年
　
（
一
七
二
〇
）

に
は
漁
船
の
業
火
用
と
し
て
鞍
手
の
石

炭
を
積
出
し
て
▼
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

た
こ
く
し
ゆ
つ
た
ん
あ
ら
た
め

の
こ
ろ
に
は
、
他
国
出
炭
改
と
い
う
役

所
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

石
炭
採
掘
は
大
変
盛
ん
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

水
巻
の
炭
坑
の
は
じ
ま
り

明
治
時
代
に
は
、
す
で
に
水
巻
に
も

炭
抗
は
無
数
に
あ
り
、
そ
の
規
模
は
小

さ
い
な
が
ら
も
、
企
業
的
に
や
り
始
め

て
い
た
よ
う
で
す
。
明
治
五
年
（
一
八

七
二
）
　
ご
ろ
に
は
吉
田
、
机
に
炭
抗
が

あ
っ
て
、
そ
の
出
炭
量
ま
で
　
「
福
岡
県

地
理
仝
誌
」
　
に
載
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
に
も
水
巻
に
は
、
数
多
く
の
炭
坑

が
あ
っ
た
と
記
録
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

貧
農
村
な
が
ら
も
平
和
な
生
活
を
送

見
な
れ
な
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
机

に
蒸
気
ポ
ン
プ
を
据
え
付
け
た
と
き
な

ど
は
近
隣
か
ら
弁
当
持
ち
で
見
物
に
来

る
ほ
ど
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
炭
抗
は
村
人
た
ち
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
新
し
く
炭
坑

ひ
や
と
い

を
手
が
け
よ
う
と
す
る
人
や
日
傭
で
硯

金
収
入
を
喜
ぶ
人
、
坑
夫
を
相
手
に
小

商
売
が
繁
盛
す
る
人
な
ど
が
出
て
く
る

に
従
い
、
農
村
に
恵
を
も
た
ら
す
よ
う

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、

坑
夫
の
中
に
は
粗
暴
な
人
も
い
て
、
言

葉
遣
い
や
乱
暴
な
立
ち
振
る
舞
い
に
目

を
そ
む
け
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
魚
を
捕
る
た
め

あ
ぜ
み
ち

に
畦
道
を
踏
み
荒
ら
し
て
稲
を
そ
こ
ね

た
り
、
野
菜
や
果
物
を
盗
ま
れ
た
り
す

る
こ
と
も
頻
繁
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

明
治
二
十
年
ご
ろ
風
紀
問
題
に
つ
い
て

村
か
ら
炭
鉱
側
に
要
求
し
た
文
書
が
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
当
時

の
村
人
た
ち
の
苦
悩
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は

再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

田
歯
智
鴫
暢
仲

折
淋
・
擁
識
＼
栄
腑
増
毒
盛
衰
憲
盟
型
甜
撒
迄
副
　
Ｈ
望
昌
一

（

誠
遡
源
溢
腿
禦
栄
鵬
眉
汁
側
茄
細
苫
？
一
時
0
3
（
Ｎ
〇
一
）
畠
Ｎ
一
苫
塾
＼
藻
乳
炒
＃
、
高
上
「
　
せ


